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春 日 大 社 の ク モ タ ケ 
 

 

大久保 泰和 
 

奈良の春日大社は奈良公園の東端に位置

し、背後が春日山原生林に連なる豊かな自然

に恵まれた環境の中にあります。社殿を取り

巻く樹林は、相当の年輪を重ねたシイ・カシ

類や、スギを中心とする針葉樹などによって

構成され、特に被針型の葉をつけるナギとい

う針葉樹は、春日大社・春日山を代表する樹

木として知られています。この春日大社の広

い境内は多くのキノコの温床でもあり、梅雨

時になるとクモタケがいっせいに発生します。

年によって発生量は異なるものの、大きな観

光バスが出入りする駐車スペース周辺の土手

などには、灰紫色穂状のクモタケが草やコケ

の間に見え隠れしています。 

縄張りをした境内の樹林には立ち入るこ

とができませんが、歩道・車道の周辺で十分

多くのクモタケを観察することができます。

昨年（2008年）は発生量の多い年でした（写

真１～４）。写真４の 13個体の大きさは、表

１のとおりです。②～⑥、⑧の個体には巣が

ついています。⑨～⑬はすでに分生子を付け

ていますが幼菌と思われます。 

 

クモタケの宿主は、キシノウエトタテグモ

ということですが、このクモについては、「日

本のクモ」（新海 栄一著 2006 年 11 月 30 日

文一総合出版）に以下のように記載されてい

ます。 

「東京、神奈川、名古屋、京都、大阪などの

都心部に多産。他の地方ではあまり見られな

い。神社、寺院、学校、公園、人家の庭など

に生息し、土台石のわき、土の詰まった石垣

や崖、植え込みの縁などの地面に穴を掘り、 

写真１ コケ中に発生したクモタケ(2008 年 6 月 28 日) 

 

 

写真２ 同上、巣を掘り出したところ．矢印は巣のふた 

 

入口に片開きの扉を付けた住居を作る。クモ

は扉のすぐ内側にいて、扉の前を通る昆虫、

ワラジムシなどを捕らえる。６～７月にかけ

て、クモに寄生したクモタケと呼ばれるキノ

コが住居の入口から生えていることがある。

最近、オキナワトタテグモの亜種であると発

表された。（下線筆者）」 

 

写真２の矢印のところに、捲れた片開き
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写真３ 春日大社境内の樹林，クモタケの生息地 (2008 年 6 月 28 日)
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写真４ さまざまな形状，大きさのクモタケ (2008 年 6 月 28 日) 

扉が見えます。また、写真４の

③・④の個体でもこの扉が見え

ます。地中で生活する、見つか

りにくいクモなので、クモタケ

の分布を調べると、キシノウエ

トタテグモの生息範囲が明らか

になるかもしれません。 

キシノウエトタテグモは、通

りすがりの弱者を捕らえて餌と

し、手強い相手だと巣の「フタ

（扉）」を閉めて避難するという

周到な戦略を有しています。な

かなかしたたかなクモのように

思われますが、国の準絶滅危惧

種に指定されています。という

ことは、キシノウエトタテグモ

を宿主とするクモタケも、宿主

と運命を共にすることになるの

でしょうか？クモタケにとって

は自己の繁殖と絶滅が背中合わ

せになっていることになります。 

ところで、写真４のような採 

集は、天敵を退治してくれるの 

ですからキシノウエトタテグモ 

にとっては朗報かもしれません。しかしなが

ら、クモタケにとっては「商売の邪魔」に過

ぎません。発生量が多くとも今後このような

採集は慎みたいと考えています。 

多くの観光バスと観光客が行きかう場所

で、三脚をおいてクモタケの写真撮影をして

いると、私のカメラの方向に被写体らしいも

のが見あたらないことを不審に思われた方が、

何を撮影しているのかとお尋ねになることが

あります。「キノコですよ。」と実物を見ても

らうと、「はあ？」といって怪訝な顔で立ち去

られる場合と、「へえー」といってその次の会

話に進む場合とがあります。私は、世界遺産

を訪ねたついでに、クモタケなどのキノコ類

に興味を持っていただける方々が、少しでも

多く来られることを期待しています。 

 

 

 

表１ 写真 4

のクモタケの

大きさ（モノサ

シ で測定）．

[ ]は巣中の

宿主の大きさ，

やや正確さを

欠く（単位は

㎜） 

 

No. 子嚢部 柄 宿主 

① 56 47 13 

② 36 23 [14] 

③ 28 21 [20] 

④ 27 26 [13] 

⑤ 41 17 [15] 

⑥ 23 16? [ ?] 

⑦ 36 16 8 

⑧ 14 20 [11] 

⑨ 11 12.5 15 

⑩ 7.5 8 15 

⑪ 12 14 16 

⑫ 14 7.5 7.5 

⑬ 15 11 17 


